




















chain reaction with sequencc-specific primors (PCR-SSP)法にて決定した。
先ず、 CR群と非CR群の患者の臨床的特徴を比較した。 CR群では低ウイルス最〈く100KIU/ml)である
ことと、 genotype2aまたは2bであることが、高率に認められた。 (P<O.QOl)。また、 HLA・B・55を持っ
ている患者 (P=O.0307)とDRB1-0803を持っている患者 CP=O.0052)が、 CR群で高率であった。多変量
解析ではCR化に影響する困イーは、 genotype(P=0.0376)とウイルス量 (P= 0.0002)の2因子であった。
次に、 BR群とNR群の患者の臨床的特徴を比較した。 BR群ではALT値が低値であった (P<O.OO1)。ま
た、 HLA-B-7を持っている患者 (P=O.0193)とDRBl・0101を持っている患者 (P=O.0193)が、 BR群で











response (BR)、どちらの効果も認められないnoresponse (NR)の3群に分け、 HLAのタイプとの関
連を検討した。 IILAのアレタイプはpolyrnerasechain reaction with sequcnce-spccific primers 
?????，?
(PCR・SSP)法にて決定した。 CR群は低ウイルス量 (100KIU/ml以下)であること、 genotypc2aまたは
2bであることが高率に認められた (p=O.OOl)。また、 HLA・B-55を持っている患者 Cp=O.0307)とDRBl-
0803を持っている患者 (p当 0.052)が高率であった。多変量解析ではCR化に影響する因子は、 genotype
(p=O.0376)とウイルス量 (p=O.0002)の2因子であった。 BR群と:.JR群の患者の臨床的特徴を比較する
と、 BR群ではALT値が低値であった (pく0.001)。また、 HLA-B-7を持つ患者 (p=0.0193)とDRB1-0101
を持つ患者 (p=O.0193)が高率であった。 HLA・B・7とHLA・DR81-0101は連鎖不平衡であり、日LA-H-7-
DRBl・0101ハプロタイプがBR化と関連していると考えられた (p=O.0193)。多変量解析ではBR化に影響
する凶子は、 ALT(p=O.006D、HLA-B-7-DRBt・0101ハプロタイプ Cp=O.0412)であった。これらの結
果はC型慢性肝炎患者のIFN治療によるCR化に特定の日LAのアレタイプの関連性は認められなかったが、
BR化にはHLAのアレタイプが関与していることを示しており、 C型慢性肝炎の!ドN治療の効果の予煙、にも
役立っと考えられた。よって、本研究は博士の学位(医羊)を授与するに値すると判定された。
-238 
